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暦
と
文
字
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地
球
は
自
転
し
、
そ
し
て
ま
た
公
転
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
夜
が
繰
り
返
さ
れ
、
季
節
が
巡

っ
て
く
る
。

暦
は
、
そ
う
し
た
自
然
現
象
を
帰
納
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
周
期
性
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
繰
り
返
し
起

こ
る
と
い
う
周
期
性
と
と
も
に
、
時
は
線
状
に
流
れ
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
性
質

が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
入
は
知

っ
て
い
る
。

　
メ
ソ
ア
メ
リ
ヵ
で
最
初

の
暦
が
見

つ
か

っ
た
の
は
、
モ
ン
テ

・
ア
ル
バ
ン
と
い
う
、
オ
ア

バ
カ
に
あ
る
遺
跡

で
あ
り
、
暦
を
記
す
習
慣
は
、
紀
元
前
五
〇
〇
年
頃
か
ら
始
ま

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る
暦
は
、
二

六
〇
日
暦
と
三
六
五
日
暦

の
組
み
合
わ
さ

っ
た
、
カ
レ
ン
ダ
ー

・
ラ
ウ

ン
ド
と
呼
ば
れ
る
暦
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

二
六
〇
日
と
三
六
五
日
で
繰
り
返
さ
れ
る
暦
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
二

つ
の
最
小
公
倍

数
で
あ
る

一
八
、
九
八
〇
日
で
繰
り
返
す
暦
が
で
き
る
。

　
長
期
暦

　
と
こ
ろ
が
、
紀
元
前
後
に
は
、
長
期
暦
と
い
う
暦
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
あ
る
日
を
暦

の
初
め

の
日
と
決
め
、
そ
こ
か
ら
日
を
数
え
る
暦
で
あ
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど
西
暦
と
同
じ
よ
う
な
仕
組
み
の
暦
と
み
て

よ

い
。
暦
元

の
日
か
ら
数
え
、
繰
り
返
す
こ
と
が
な

い
の
で
、
時
が
線
状
に
流
れ
て
い
く
そ
の
性
質
を
捉
え
た
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　 &.2.2.10.5

　 8.　 4.　 5.17.11

　 8.　 5.　3.　 3.　 5

8.5.16.9.7

　 8.　 6.　 2.　4.17

4アハウ

6ベン

6エツナップ

12エプ

7チクチャン

7チュェン

13チクチャン

5マニック

8カーバン

8ク ムク

16シュル

1ウォ

0ケフ

18ウォ

14カヤップ

3カヤップ

ユ5ポーブ

0カンキン

3114B.C,8/11(マ ヤ暦元の日)

　 36B.C.12/6(チ アパ ・デ・コル ソ石碑2)

　 32B、C.9/1(ト レス・サポテス石碑C)

　 37A.D.3/2(エ ル・バウル石碑1)

　 83A.D,8/21(ア 寸フ・タカ リック石碑5)

　 126A.D.6/3　 (アバフ・タカ リック石碑5)

143AD,5/19(ラ ・モハーラ石碑1)

156A.D,7/11(ラ ・モハ ーラ石碑1)

　 162A,D.3/12(ト ゥシュ トラの小像)

表Eoマ ヤ最初の石碑(テ ィカル29号)以 前の石碑にみられる日付

暦
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
西
暦
よ
り
少
し
早

く
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
で
発
生
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
人

類

の
暦

の
歴
史
か
ら
み
て
も
、
特
筆
す

べ
き
出
来
事
で

あ
る
。

　

マ
ヤ
の
暦
元
の
日
と
、
西
暦
前
後
に
現
わ
れ
た
長
期

暦
を
記
す
と
、
表
10
の
よ
う
に
な
る
。
す
べ
て
マ
ヤ
暦

の
読
み
方
に
し
、
西
暦
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ

ス
暦
に
換
算
し

て
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
石
碑

の
出
所
場
所
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ

う
に
、
そ
れ
ら
は

マ
ヤ
地
域

の
外
、

ベ
ラ
ク
ル
ス
州
か

ら
テ
ワ
ン
テ
ペ

ッ
ク
地
峡
を
通
り
、
グ
ア
テ

マ
ラ
太
平

洋
岸
に
至
る
地
域

の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
沿
岸
地
帯
と
呼
ん
で
い
る
地
域

の
メ
キ
シ
コ
湾

岸
側
で
は
、
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
最
初
の
文
明
と
い
わ
れ
る

オ
ル
メ
カ
文
明
が
発
生
し
た
。
紀
元
前
十
二
世
紀
頃
か

ら
、
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
を
中
心
に
文
明
が
頂
点
に
達

し

始
め
た
ら
し
く
、
以
後
沿
岸
地
帯
は
、
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
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の
先
進
地
域
と
な

っ
た
が
、
西
暦
の
暦
元
の
少
し
前
に
、
長
期
暦
と
い
う
、
周
期
性
を
越
え
た
暦
を
生
み
出
し

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
暦
は
、
時
の
線
状
性
を
測
る
部
分
と
、
周
期
性
を
取
り
入
れ
た
部
分
の
二
つ
を
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
て

で
き
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
西
暦
が
、
年
と
い
う
繰
り
返
し
の
な
い
部
分
と
、
月
日
と
い
う
周
期
的
に
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
部
分
か
ら
で
き
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
な
仕
組
み
な
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
西
暦

と
は
単
位
と
な

る
も
の
が
異
な
る
。
五

つ
の
単
位
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
第

一
章

で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
次

の
よ
う
な
関
係
に

な
る
。
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一
バ

ク

ト

ゥ

ン

ー1

一
カ

ト

ウ

ン
　

ー1

一
ト

ウ

ン
　

　

ー1

一
ウ

ィ

ナ

ル
　

ー1

二

〇

カ

ト

ゥ

ン

ニ

○

ト

ウ

ン

一
八

ウ

ィ
ナ

ル

ニ

O

キ

ン
　

ー1

一
日

　
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
は
二
〇
ご
と
に
位
が
あ
が
る
の
で
、
二
十
進
法
で
数
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
た

だ
三
番
目
の
位
だ
け
が
二
十
進
法
に
従

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く

一
年
の
長
さ
に
近

い
数
を
選
ん
だ
た

め
と
思
わ
れ
る
。
二
十
進
法
の
体
系
に
則

っ
た
こ
の
部
分
は
、
西
暦
で
い
う
と
年
数
に
当
た
る
と
い
っ
て
よ
い

か
も
し
れ
な
い
。
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最
初
は
点
と
棒
を
使
い
、
位
置
の
違
い
で
も

っ
て
、
こ
の
部
分
は
表
わ
さ
れ
て
い
た
。

一
は
点
で
、
五
は
棒

で
表
わ
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
暦
の
体
系
が

マ
ヤ
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
を
表
わ
す

文
字
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
表
わ
す
文
字
が
生
み
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
見
つ
か

っ
て
い
る

マ
ヤ
で

最
初

の
暦
表
記
は
、
テ
ィ
カ
ル
の
石
碑
二
九
号
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
八

・
一
二

・

一
四

・
八

・
一
五

で
あ
り
、
西
暦
に
直
す
と
二
九
二
年
七
月
六
日
と
な
る
。
さ
ら
に
古
い
日
付
を
も
つ
石
碑
が
見

つ
か
る
可
能
性

は
大
で
あ
る
が
、
現
存

の
資
料
で
は
、
ト
ゥ
シ
ュ
ト
ラ
の
小
像

の
記
し
た

一
六
二
年
か
ら
、
テ
ィ
カ
ル
の
石
碑

二
九
号

の
二
九
二
年
ま
で
の
問
に
、
長
期
暦
は

マ
ヤ
に
も
た
ら
さ
れ
、

マ
ヤ
人
は
そ
れ
に
期
間

の
文
字
を
付
け

加
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
年
を
表
わ
す
部
分
が
わ
か
る
と
、
月
日
を
表
わ
す
部
分
は

一
義
的
に
決
ま
る
。
年
と
い
っ
た
が
、
実
際
に
は

日
の
数
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
暦
と
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
、
西

暦

の
年
に
当
た
る
と
述

べ
た
に
す
ぎ
な
い
。
月
日
を
表
わ
す
部
分
は
、
第

一
章
で
も
少
し
触

れ
た
よ
う
に
、
二

六
〇
日
暦
と
三
六
五
日
暦

で
も

っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
二
六
〇
日
暦
は
、
二
〇
の

「
日
」
と

一
三

の
数
が
組
み
合

わ
さ

っ
て
で
き
る
暦
で
あ
り
、
三
六
五
日
暦
は
二
〇
日
が

一
単
位

の

「
月
」
が

一
八
に
、
不
吉
な
日
と
呼
ぼ
れ

る
五
日
が
付
け
加
え
ら
れ
て
で
き
る
暦

で
あ
る
。

　
八

・
=

丁

一
四

・
八

・
一
五
で
あ
る
と
、
二
六
〇
日
暦

の

=
ニ
メ
ン
、
三
六
五
日
暦

の
三
シ
ッ
プ
と
な
り
、

九

・
○

・
○

・
○

・
○
で
あ
る
と
、
二
六
〇
日
暦
で
は
八
ア

ハ
ウ
、
三
六
五
日
暦
で
は

=
ニ
ケ
フ
の
日
と
な
る
。

　
古
典
期
で
最
初

の
日
と
最
後

の
日
に
加
え
、
区
切
り
の
い
い
日
を
記
し
て
お
こ
う
。
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八

・
一
二

・
一
四

・
八

・
一
五
　

一
三
メ

ン
　
三
シ
ッ
プ
　
ニ
九
二
年
七
月
六
日

(テ
ィ
カ
ル
石
碑
二

　

　

　

　

　

　

九
)

九

・
　
○

・
○

・
○

・
〇

八
ア
ハ
ウ

　
=
ニ
ケ
フ
　

　

四
三
五
年
十
二
月
九
日

九

・
　
五

・
○

・
○

・
○

　
=

ア

ハ
ウ

　
一
八
セ
ッ
ク

五
三
四
年
七
月
三
日

九

二

〇

・
○

・
○

・
〇

　
一
ア

ハ
ウ

八
カ
ヤ
ッ
プ

　
　
六
三
三
年

一
月
二
十
五
日

九

二

五

・
○

・
○

・
〇

四
ア

ハ
ウ

　
;

一ヤ
シ
ュ
　

七
三

一
年
八
月
二
十
日

一
〇

・
　

○

・
○

・
○

・
〇
　
七
ア

ハ
ウ
　

一
八
シ
ッ
プ
　
　
八
三
〇
年
三
月
十
三
日

一
〇

・　

四

・
○

・
○

・
○
　

=

一ア

ハ
ウ
　
三
ウ
ォ
　
　
　
九
〇
九
年

一
月
十
八
日

(ト
ニ
ナ
の
記
念

　

　

　

　

　

　

碑

一
〇
一
号
)

=

・
一
六

・
○

・
○

・
○
　

=
ニ
ア

ハ
ウ
　
八
シ
ュ
ル
　
　

一
五
三
九
年
十

一
月
十
二
日

(
マ
ヤ
暦
と

　

　

　

　

　

　

西
暦
の
変
換
基
準
と
な
っ
た
日
)

=
二
・　

○

・
○

・
○

・
〇
　
四
ア

ハ
ウ
　
三
カ
ン
キ
ン
　
　
ニ
○

=

一年
十
二
月
二
十

一
日

(大
周
期

　

　

　

　

　

　

の
終
わ
り
の
日
)
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暦
の
省
略
法

　

マ
ヤ
人
は
こ
の
長
期
暦
な
る
も
の
を
九
〇
九
年
ま
で
使
用
し
続
け
た
の
で
あ
る
が
、

我
々
は
五
〇
年

一
月
三
日
の
ご
と
く
、

一
九
〇
〇
を
省
い
て
い
っ
た
り
す
る
よ
う
に
、
い
か

に
も

長

た

ら

し

い
。

マ
ヤ
人

も

省

略

し

て
、
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暦
を
表
記
し
た
。
こ
の
省
略
法
が
多
用
さ
れ
る
の
は
、
碑
文
が
長
く
な
る
古
典
期
後
期
に
は

い
っ
て
か
ら
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
早
く
も
四
世
紀
に
は
み
ら
れ
る
。

　
暦
の
省
略
法
は
、
い
く
つ
か
異
な
る
周
期
の
暦
を

マ
ヤ
人
は
使

っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ら

の
い
く

つ
か
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
第

一
、
長
期
暦
自
体
が
、
冗
長
で
あ
る
。
バ
ク
ト
ゥ
ン
、
カ
ト
ゥ
ン
、

ト
ゥ
ン
、
ウ
ィ
ナ
ル
、
キ
ン
と
い
う
五
つ
の
期
間
を
使

っ
て
表
わ
さ
れ
る
部
分
は
、
暦
元
か
ら
の
日
数
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
で
あ
る
日
を
指
定

で
き
る
。
そ
れ
で
十
分
な
の
に
、
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
日
は

二
六
〇
日
暦

で
は

何

の
日
に
あ
た
り
、
三
六
五
日
暦
で
は
何

の
日
に
な
る
と
い
う
具
合
に
、
重
複
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

言
語

の
特
徴
を
述

べ
た
と
こ
ろ
で
、
二
重
性
、
冗
長
性
が
、
中
米

の
一
つ
の
特
徴
と
い
っ
た
が
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
も
、
冗
長
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー

・
ラ
ウ
ン
ド
だ
け
の
表
記
で
あ
る
と
、

一
八
、
九
八
〇
日
、
五
十
二
年
あ
ま
り
の
間
で
は
正
確

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
の
時
代
な

の
か
は
示
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し

一
度
長
期
暦

で
も

っ
て
最
初

に

時
を
記
し
て
お
け
ば
、
後
は
カ
レ
ン
ダ
ー

・
ラ
ウ
ン
ド
だ
け
で
も
十
分
で
あ
る
。
そ
の
基
準

と
な
る
日
か
ら
、

何
日
前
と
か
何
日
後

の
日
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
最
初
に
長
期
暦
が
現
わ
れ
る
た
め
、

イ
ニ
シ
ャ
ル
・
シ
リ
ー
ズ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
シ
リ
ー
ズ
は
、
ふ
つ
う
長
期
暦
の
ほ
か
、
夜
の
九
王
の
情
報
や
月
の
情
報

な
ど
が
付
け
加
え

ら
れ
る
。
夜

の
九
王
の
情
報
は
、
最
初

の
石
碑
で
あ
る
テ
ィ
カ
ル
の
石
碑
二
九
号
で
は
、
生
起
す
る
は
ず

の
そ

の
部
分
が
損
傷
を
受
け
て
い
る
の
で
わ
か
ら
な

い
が
、
二
番
目
の
日
付
を
も
つ
ラ
イ
デ
ン
板

で
は
、
す
で
に
み
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ら

れ

る

の

で

、

お

そ
ら

く

最

初

か

ら

記

さ

れ

て

い
た

可

能

性

が

高

い
。

こ

れ

は
夜

ま

た

は

冥
界

を
支

配

す

る

九

つ

の
神

を

表

わ

す

と

考

え

ら

れ

て

い
る

が

、

九

日

で

一
周

期

の
暦

と

み

て
よ

い
。

こ
れ

と

カ

レ

ン
ダ

ー

・
ラ

ウ

ン
ド

の
組

み

合

わ

せ
を

考

え

る

と

、

九

×

一
八

、

九

八

〇

日

ご

と

に
し

か

、

同

じ

組

み
合

わ

せ

は
生

じ
な

い
。

九

×

一
八

、

九

八

〇

11

一

・
三

・

一
四

・
九

・
○

で
あ

り

、

お

よ

そ

四

六

八
年

ご

と

に
し

か

同

じ
組

み
合

わ

せ

の
日

は
生

じ

な

い
。

四

世
紀

に
は

、

も

う

こ

の
表

記

に

よ

っ
て
日
付

が

示

さ

れ

て

い
る
例

が
見

つ
か

る

が

、

こ

の
表

記
法

は

、
後

期

に
な

っ
て
、

ウ

ス

マ
シ

ン
タ

川
流

域

で
好

ま

れ

た

。

　

カ

レ

ン
ダ

ー

・
ラ
ウ

ン
ド

と

期

間

の
終

わ

り

を
利

用

し

た
方

法

は

よ

く

み

ら

れ

る

。

ト

ゥ

ン

の
終

わ

り

と

カ

レ

ン
ダ

ー

・
ラ

ウ

ン
ド

の
組

み
合

わ

せ

で
あ

る

と

、
三

六
〇

と

二

六
〇

と
三

六
五

の
最

小

公

倍

数

の

日
ご

と

に

し

か

、
同

じ

日

は

巡

っ
て

こ
な

い
。

二

・
七

・
九

・
○

・
○

ご

と

、

日

に
直

す

と
三

四

一
、

六

四
〇

日

、
年

に

直

す

と

九

三

六
年

ご

と

に
し

か

同

じ

組

み
合

わ

せ

の
日

は

巡

っ
て

こ
な

い

の

で
あ

る

。

た

と

え

ば

、
「
八

ア

ハ

ウ

　

一
三

ケ

フ
、

ト

ゥ

ン

の
終

わ
り

」

と
あ

れ
ば

、
九

・
○

・
○

・
○

・
〇

八

ア

ハ
ウ

　

=

ニ
ケ

フ
と

決

ま

っ
て
し
ま

う

。

そ

れ
以

外

は
古

曲
ハ期

を

越

え

て
し
ま

う

か
ら

で
あ

る
。

　

こ
う

し

た

日
付

の
指

定

は
何

の
た

め

に
行

な

わ

れ

て

い
た

の
で
あ

ろ

う

か

。

そ

の
第

一
の
役

目

は

、

王

た

ち

の
誕

生

、
即

位

、
死

な
ど

の
歴

史

を

記

す

こ
と

で
あ

っ
た

。
碑

文

の
主

内

容

は

、
歴

史

で
あ

る

。

し
か

し

、

文

字

は

、

そ

れ
ば

か
り

で
な

く

、
神

々

の
体

系

と

か

日
常

の
吉

凶

な

ど

の
占

い

の
た

め

に
も

使

わ

れ

て

い
た

。

そ

の
多

く

は
後

古

典

期

の
作

と

い
わ

れ

る
絵

文

書

に
負

っ

て

い
る

が

、
古

典

期

に
も

、
神

々
や

儀

式

の
記

録

は

、

ヤ

シ

ュ
チ

ラ

ン

の
碑

文

や

パ

レ

ン
ケ

の
碑

文

な

ど

に

み
ら

れ

、
そ

し

て
ま

た

土

器

に
描

か

れ

た

文

字

か

ら

、

確
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か

に
あ

っ
た

と

い
う

こ

と

が

で
き

る

。
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文
字

　

マ
ヤ
文
字
の
解
読
の
最
初
の
時
期
は
、
暦

の
文
字

に
集
中
し
た
。
そ
の
お
蔭
で
、
暦

の
仕
組
み
や
読
み
順
が

判
明
し
た
。

マ
ヤ
文
字
の
読
み
順
は
大
変
か
わ

っ
て
お
り
、
二
列
を
対
に
し
て
、
左

・
右
、
左

・
右
と
上
か
ら

下
に
読
ん
で
い
く
。
こ
の
よ
う
な
読
み
順
が
ど
う
し
て
で
き
た
の
か
不
思
議
で
あ
る
が
、
歴
史
を
お
っ
て
石
碑

を
み
る
と
、
納
得
で
き
る
。

　
最
初

の
資
料
は
、
西
暦
二
九
二
年

に
相
当
す
る
日
付
を
刻
む
テ
ィ
カ
ル
の
石
碑
二
九
号
で
あ
る
。
暦
の
文
字

が
縦

一
列
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
途
中
か
ら
碑
は
破
損
し
て
お
り
、
下
部
は
消
失
し
て
不
明

で
あ
る
。
二
番
目

の
資
料
は
輩
翠
に
彫
ら
れ
た
も
の
で
、
ラ
イ
デ
ン
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ラ
イ
デ
ン
板
と
い
わ
れ
て
い
る

(三

二
〇
年
)。
こ
れ
を
み
る
と
、
暦

の
大
切
な
部
分
は
大
き
く
縦

一
列
に
な

っ
て
い
る
が
、
下

の
ほ
う
は
二
列

に

な

っ
て
い
る
。

一
つ
の
文
字

の
大
き
さ
を
二
つ
の
ま
す
に
分
け
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
ど
の
よ
う
な
順

で
書

い
た
ら
い
い
の
か
、
お
そ
ら
く

マ
ヤ
人
は
悩
ん
だ
に
違

い
な

い
が
、
左

・
右
と
読
む
の
が
い
ち
ば
ん
理
に

適

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
書
き
順
を
決
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
番
目
は
ワ
シ
ャ
ク
ト
ゥ
ン
の

石
碑
九
号

(三
二
八
年
)、
四
番
目
に
古

い
の
は
、
同
じ
く
ワ
シ
ャ
ク
ト
ゥ
ン
の
石
碑

一
八
、

一
九
号

で
あ
る

(三
五
七
年
)。
い
ず
れ
も
最
初
に
暦

の
導
入
文
字
が
二
ま
す
分
の
大
き
さ
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
二
列

に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ラ
イ
デ

ン
板
と
同
じ
よ
う
に
、

一
つ
の
文
字
の
大
き
さ
を
二
つ
に
分
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け
た
こ
と
で
、
そ
の
二
つ
分
を
読
む
必
要
上
、
左

・
右
と
読
ん
で
い
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

こ
れ
で
不
思
議
な

読
み
方

の
成
り
立
ち
が
推
定
で
き
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
読
み
方
は
十
五
世
紀
頃

の
作
と
い
わ
れ
る

『
マ
ド
リ

ッ
ド
絵
文
書
』
に
ま
で
引
き
続

い
て
用

い
ら
れ
た
。

　

マ
ヤ
文
字

の
主
内
容
は
、
王
朝

の
歴
史
と
い
っ
た
が
、
月
や
金
星

の
動
き
も
記
し
て
い
た
。
月
の
情
報
は
、

多
く
の
石
碑

で
、
イ

ニ
シ
ャ
ル
・
シ
リ
ー
ズ
の
す
ぐ
後
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
ド
レ
ス
デ

ン
絵
文
書
』
に
も
月

の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
金
星
も
石
碑
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
金
星
に
つ
い
て
は
、
『
ド
レ
ス
デ
ン
絵
文
書
』

が
詳
し
い
。

　
こ
う
し
た
天
体
の
動
き
に
関
心
が
あ

っ
た
の
は
、
天
文
学
的
な
関
心
か
ら
で
は
な
く
、
占
星
術
的
な
関
心
か

ら
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
天
体
の
動
き
と
、
二
六
〇
日
暦
や
三
六
五
日
暦
を
組
み
合
わ
せ
て
記
述
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
天
体
が
人
間
の
運
命
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
考
え
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
な
い

も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
記
録
し
た
文
字
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
。
ま
だ
十
分
に
解

読
で
き
て
は
い
な

い
が
、
文
字
の
性
格
は
、
徐

々
に
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
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文
字
の
材
料

　

マ
ヤ
文
字
の
資
料
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
彫
り
刻
ん
だ
も
の
と
、
描
い
た
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
に

属
す
る
の
は
、
石
に
彫
ら
れ
た
碑
文
の
他
、
木
や
骨
や
貴
石
に
彫
ら
れ
た
文
字
が
入
り
、
後
者
は
、
土
器
や
壁
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画
に
み
ら
れ
る
文
字
と
絵
文
書

の
文
字
で
あ
る
。
彫
り
刻
ん
だ
も
の
と
、
描

い
た
も
の
は
、
文
字
を
記
す
た
め

の
道
具
や
素
材
が
違
う
た
め
か
、
書
体
が
異
な
る
。
彫
り
刻
ん
だ
ほ
う
が
概
し
て
複
雑
で
あ
り
、
聖
刻
文
字

(M山一⑦吐Oαq一堵
Oゴ
ω)
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　
碑
文
を
記
す
材
料
は
、
マ
ヤ
文
明
が
展
開
し
た
石
灰
岩
質
の
ペ
テ
ン
地
方
に
豊
富
に
あ
る
石
灰
岩
で
あ
る
が
、

一
部
で
砂
岩
や
凝
灰
岩
が
使
わ
れ
て
い
る
。
文
字
を
記
す
た
め
の
道
具
は
、
火
打
石

(チ
ャ
ー
ト
)
の
難
で
、

細
部
は
お
そ
ら
く
黒
曜
石
を
使

っ
て
仕
上
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
に
石
で
刻
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
石
灰

岩
と
い
う
の
は
取
り
出
し
た
と
き
は
柔
ら
か
く
、
徐
々
に
固
く
な
る
そ
う
で
、
文
字
は
刻
み
や
す
い
。
し
か
し

刻
み
や
す
か
っ
た
分
、
風
化
し
や
す
く
、
残
念
な
こ
と
に
、
ペ
テ

ン
で
発
見
さ
れ
た
石
碑
に
は
、
細
部
が
識
別

し
難
く
、
読
み
に
く

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
凝
灰
岩
は
最
初
か
ら
固
く
、
文
字
を
刻
む

の
に
苦

労
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
分
、
文
字
は
よ
く
残

っ
て
い
る
。

　
石
碑
は
遺
跡
の
近
く
の
石
切
り
場
か
ら
切
り
取
ら
れ
、
遺
跡
の
中
心
部
ま
で
運
ば
れ
、
適
当
な
位
置
に
立
て

ら
れ
た
の
ち
、
文
字
が
刻
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
文
字
は
、
最
初
線
を
引
き
、
大
体

の
ま
す
め
を
こ
し

ら
え
て
か
ら
、
切
り
刻
ま
れ
た
。
線
が
引
か
れ
た
あ
と
、
途
中
ま
で
文
字
が
刻
ま
れ
た
も
の
や
、
線
だ
け
引
か

れ
た
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
線
や
文
字
ま
す
の
大
き
さ
を
み
る
と
、
線
は
直
線
で

は
な

い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
す
の
大
き
さ
が
異
な
る
の
で
、
定
規
で
引
か
れ
た
と
は
思
え
な

い
。
そ
れ
ら
は
み

な

い
い
加
減
で
あ
り
、
マ
ヤ
人
は
物
差
し
で
、
き
ち

っ
と
物
事
を
計

っ
て
記
録
す
る
な
ど
思

い
も
よ
ら
な
か
っ

た
と
し
か
思
え
な

い
。
そ
の

一
方
で
、
ほ
と
ん
ど
ま
ち
が
う
こ
と
な
く
時
を
計

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
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と
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。

　
で
は
、
土
器
や
壁
画
の
文
字
は
な
に
で
書

い
た
の
か
。
直
接
証
拠
と
な
る
遺
物
は
な
い
け
れ
ど
も
、
テ
ィ
カ

ル
で
出
土
し
た
骨
に
は
、
筆
を
持

っ
て
い
る
美
し
い
手
が
描
か
れ
て
い
る
し
、
文
字
の
柔
ら
か
さ
か
ら
み
て
、

筆
が
用

い
ら
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
絵
文
書
は
、
い
ち
じ
く
の
木
の
繊
維
か
ら
こ
し
ら
え
ら
れ
た
紙
を
石
灰
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
そ
の
上
に

書
い
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
の
色
は
、
土
器
や
壁
画
と
同
じ
く
、
黒
で
あ
る
。
絵
文
書
の
文
字
は
細
く
、
小
さ

く
、
し
か
も
硬
い
感
じ
が
す
る
。
そ
の
た
め
、
お
そ
ら
く
筆
で
は
な
く
、
先
が
若
干
平
た
い
も
の
と
先

の
尖

っ

た
二
種
類
の
竹
ペ

ン
の
よ
う
な
硬
い
も
の
で
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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文
字
の
構
成

　
文
字
と
い
う
の
は
、
文
字
素
か
ら
な
る
。
文
字
素
は
主
字
と
接
字
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

つ
ま
り
文
字

と
は
、
接
字
と
主
字
が
く

っ
つ
き
あ

っ
て
、
ほ
ぼ
四
角
な
文
字
ま
す
に
は
い
っ
て
い
る
も

の
を
指
す
。
接
字
と

主
字
と
い
う
の
は
、
大
き
さ
か
ら
分
け
た
名
称
に
過
ぎ
ず
、
文
字
ま
す
を
占
め
る
部
分
が
大
き

い
文
字
素
を
主

字
と
い
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
生
起

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
小
さ
な
文
字
素
を
接
字
と

い
う
。
こ
の
よ
う
に

定
義
す
る
と
、

マ
ヤ
文
字
は
定
義
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
で
は
文
字
と
い
う
単
位
は
言
語
の
ど
の
部
分

に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
わ
か
る
と
、

マ
ヤ
文
字

の
性
格
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
が
、
実
は
ま
だ
よ
く
わ
か

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も

い
く
つ
か
、
文
字
の
性
格
を
述
べ
る
こ
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と
が
で
き
る
。

　
文
字
ま
す
に
は
い
っ
て
い
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
他
と
視
覚
的
に
区
別
で
き
る
固
ま
り
を
な
し
て
い
る
も
の

を
文
字
と
定
義
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
だ
い
た
い
漢
字

一
字
ま
た
は
漢
字
に
送
り
仮
名

の
つ
い
た
も
の
に

対
応
す
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
文
字
ま
す
に
は
、
前
置
詞
と
み
ら
れ
る
文
字
素
ま
で

一
緒

に

は
い
っ
て
、

一
つ
の
固
ま
り
を
形
成
す
る
場
合
が
み
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
マ
ヤ
文
字
は
、
表
語
文
字
に
加

え
、
表
句
文
字
も
あ
る
と
い
う
見
方
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

一
つ
の
固
ま
り
が
、
言
語

の
句

に
対
応
す
る

場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
六
二
年

『
マ
ヤ
文
字

の
カ
タ

ロ
グ
』
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
主
文
字
の
総
数
が

一
二
、
四
二
五

と
数
え
ら
れ
て
い
る
。
主
字
が
三
五
六
、
接
字
は
三
七
〇
、
頭
字
が
八
八
登
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
約
三

十
年

の
間
に
新
し
い
碑
が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
数
よ
り
多

い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

誰
も
ま
だ
正
確
に
マ
ヤ
文
字

の
総
数
を
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
は
お
お
よ
そ
五
万
字
ほ
ど
で
、
そ
の
う
ち

の
約
三
分
の

一
が
暦
に
関
す
る
文
字

で
、
残
り
が
歴
史
や
儀
式
を
記
し
た
文
字
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
主
字

と
接
字
は
あ
わ
せ
て
千
ほ
ど
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。

　
幾
何
体
と
頭
字
体

　
多
く
の
マ
ヤ
文
字
に
は
幾
何
体
と
頭
字
体
が
あ
る
。
頭
字
体
は
人
や
動
物

の
頭
を
か
た
ど

っ
た
も
の
で
あ
る
。

幾
何
体
の
ほ
う
は
、
何
を
表
わ
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
幾
何
的
な
模
様

の
文
字
で
あ
る
。
両
者
は
同
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頭字体幾何体

図15　 幾何体と頭字体

 

価
で
あ
る
が
、
そ
の
関
係
は
図
15
の
よ
う
に
な
る
。

　
2
は
、
幾
何
体
の
弁
別
要
素
を
頭
字

の
な
か
に
持

っ
て
い
る
。
1
は
、
両
者

の
関
係
が

一
見

し
た
だ
け
で
は

わ
か
ら
な
い
も
の
で
、
生
起
場
所

の
比
較
か
ら
、
両
者
が
同
価

の
も
の
と
わ
か

っ
た
も
の
で
あ

る
。
3
は
、
幾

何
体

の

一
部
を
か
え
て
、
頭
字
体
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か

マ
ヤ
文
字

の
複
雑
さ
の
極
致
と
も
い
え
る
全
身
像
で
描

い
た
、
全
身
体
と
で
も
名
づ
け
ら
れ
る
も

の
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
も
に
暦

の
文
字
に
用

い
ら
れ
て
お
り
、
少
し
く
ら

い
わ
か
ら
な
く
て
も
、
前
後
の
日
付



か
ら
計
算
し
て
同
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
ど
こ
か
に
識
別
で
き
る
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。

第八章　暦と文字

　
文
字
の
書
き
方

　
頭
字
体
の
向
き
は
左
を
向

い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
左
か
ら
右
に
読
ま
れ
る
。
右
を
向

い
た
も
の
は
例
が
少

な

い
が
、
あ
る
こ
と
は
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
右
か
ら
左
に
逆
に
読
ま
れ
る
。
上
を
向

い
た

も
の
や
ひ
っ
く
り
返

っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
違

っ
た
意
味
を
表
わ
す
別
の
文
字
と
し

て
機
能
し
て
い
る
Q

　
字
体
の
左
に
接
字
が

つ
い
て
い
る
場
合
、
接
し
て
い
る
部
分
を
み
る
と
、
接
字
の
ほ
う
の
く

っ
つ
い
て
い
る

部
分
は
主
字
に
侵
食
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
主
字
は
完
全

に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、
主
字
を
先
に
書
か
な
い
と
、
う
ま
く
書
け
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
左
か
ら

右
に
順
に
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
主
字
を
さ
き
に
書
か
な
い
こ
と
に
は
、
接
字
を
う
ま

く
そ
れ
に
く

っ
つ
け
て
書
く
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
左
か
ら
順
に
書
い
た
例
も
あ
る
し
、
書
け
な

い
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
書
い
て
み
る
と
、
や
は
り
左
か
ら
接
字
を
書
い
て
次

に
主
字
を
書
く
よ

り
、
主
字
を
さ
き
に
書
か
な
い
と
、
う
ま
く
書
け
な
い
の
で
あ
る
。

　
で
は
主
字
は
ど

こ
か
ら
書
き
は
じ
め
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
碑
文
の
場
合
、
文
字
は
彫
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ど

こ
か
ら
書

い
た

の
か
不
明
で
あ
る
。
土
器
や
絵
文
書
の
場
合
は
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
こ
か
ら
書

い

た
か
わ
か
り
そ
う
な
も

の
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
書
い
て
あ
り
、
ど
こ
か
ら
書
い
た

の
か
わ
か
る
例
は

少
な

い
。
外
枠
か
ら
書

い
た
こ
と
は
間
違

い
な

い
が
、
で
は
外
枠
は
ど
こ
か
ら
書
き
は
じ
め
た
の
だ
ろ
う
。
よ
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く
み
る
と
、
右
上
あ
た
り
か
ら
左
に
書
い
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
に
書

い
て
み
て
も
、
そ
れ
が

一

番
書
き
や
す
い
の
で
、
た
ぶ
ん
そ
う
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
左
上
か
ら
左
下
を
通
り
右
下

に
行
き
、
半
分

を
書
き
、
左
上
か
ら
右
上
を
通
り
右
下
に
二
筆

で
書
い
た
例
を

『
マ
ド
リ
ッ
ド
絵
文
書
』
に
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
案
外
書
き
順
に
は
定
ま

っ
た
規
則
は
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
接
字
と
主
字
が
結
び
あ

っ
て
、
こ
れ
が

一
つ
の
文
字
ま
す
に
納
ま

っ
て
、

一
つ
の
ま
と
ま
り

の
あ
る
単
位
を

構
成
し
て
い
る
。
頭
字
体
と
幾
何
体
は
自
由
に
交
替
す
る
が
、
接
字
と
主
字
は
そ
う
で
は
な

い
。
こ
れ
は
意
味

や
文
法
と
関
係
し
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
意
味
を
か
え
ず
、
接
字
が
主
字

の
な
か
に

は
い
っ
た
り
、

一
つ
で
い
い
も
の
を
二
つ
重
ね
て
書
い
た
り
、
書
き
方

の
違

い
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
。
(図
16
)

　

1
1

a
は
、
三
つ
の
文
字
素
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
。
1
1
b
は
、
1
-

a
に
み
ら
れ
る
左

の
接
字
が
額
の

と
こ
ろ
に
取
り
込
ま
れ
た
文
字
で
あ
る
が
、
1
1

a
の
よ
う
に
半
分

で
は
な
く
、
全
部
書
か
れ
て
い
る
。
1
-

c
は
、
主
字
が
幾
何
体
に
か
わ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
下
に
生
起
し
て
い
る
下
接
字
は
、
向
き
が
異
な
り
、
ど
ち

ら
む
き
で
も
い
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
、
い
ず
れ
も
前

の
日
に
あ
る
日
数
を
足

し
て
、
次

の
日

を
導
く
と
き
に
用
い
る
文
字
で
あ
る
。

　

2
1

a
は
四
つ
の
文
字
素
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
。
左
の
文
字
素

の
黒
を
表
わ
す
格
子
状

の
要
素
が
、
二
番

目
の
文
字
で
は
上
に
、
三
番
目
の
文
字
で
は
主
字
の
な
か
に
は
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
六
五

日
暦
と
い
う
暦

の
チ

ェ
ン
月
を
表
わ
す
文
字
で
あ
る
。
暦

の
文
字
に
は
、
2
1

a
の
文
字

の
下
に
み
ら
れ
る
三

つ
の
丸
が
つ
く

こ
と
が
多
い
が
、
つ
か
な
く
て
も
い
い
。
そ
れ
ゆ
え
飾
り
の
要
素
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
暦

の
文
字
で
あ
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図16　 文字の表記の違い
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る
こ
と
を
示
す
文
字
素
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
3
な
ら
び
に
4
の
a
と
b
を
く
ら
べ
る
と
、

a
の
右
に
み
ら
れ
る
右
接
字
が
、
b
で
は
主
字
の
な
か
に
は
い

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
2
の
例
と
同
じ
よ
う
に
、
接
中
字
化
さ
れ
る
例
で
あ
る
が
、
2

の
よ
う
に
弁
別
要

素
だ
け
が
接
中
字
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
接
字
全
体
が
そ
の
ま
ま
接
中
字
化
さ
れ
て
い
る
。

　
5
、
6
、
7
の
例
は
主
字
を
二
つ
並
べ
た
り
、
半
分
に
し
て
い
る
例
で
、
8
、
9
、
10
は
接
字

の

一
部
を
省

い
た
り
、
二
つ
重
ね
た
り
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

　
11
か
ら
14
は
、
接
字
の
な
か
に
主
字
を
取
り
込
ん
だ
り
、
二
つ
の
主
字
が
、
融
合
し
た
例
で
あ
る
。
11
は
、

夜
を
支
配
す
る
九
王
を
表
わ
す
文
字
、
12
は
死
を
表
わ
す
文
字
で
あ
る
。
13
は
ボ
ナ
ン
パ
ッ
ク
の
カ
ン
・
モ
ア

ン
王
で
あ
る
。

　
15
は
パ
レ
ン
ケ
の
大
王
パ
カ
ル
を
表
わ
す
文
字
で
あ
る
。

c
、
d
、

e
、
f
は
パ
カ
ル
を
表
わ
す
音
節
文
字

を
、
幾
何
体
で
書

い
た
り
、
頭
字
体
で
書

い
て
変
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
文
字
を
繰
り
返
し
て
使
う
こ

と
は

マ
ヤ
人
の
美
学
に
反
し
た
よ
う
で
、
テ
キ
ス
ト
に
は
同
じ
文
字
が
繰
り
返
し
生
起
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ

る
。
我
々
が
文
章
を
書
く
と
き
に
も
、
注
意
事
項
と
し
て
同
じ
字
句
を
繰
り
返
す
な
と
い
う

の
が
あ
る
が
、
修

辞
的
に
は
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
解
読
の
場
合
に
は
、
か
え

っ
て
問
題
を
む
ず
か

し
く
す
る
原
因
の

一
つ
と
な

っ
て
い
る
。
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絵
文
書
の
読
み
方

　
実
際

の
テ
キ
ス
ト
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
絵
文
書

で
あ
る
。
例
は

『
マ
ド
リ
ッ
ド
絵
文
書
』
の

一
〇
三
ぺ
ー

ジ
で
あ
る
。
上
段
は
二
つ
の
文
が
あ
り
、
中
段
に
は
三

つ
の
文
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
前
に
点
と
棒
に
よ
る
数
字

や
二
六
〇
日
暦

の
文
字
が
あ
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
が
独
立
し
た
単
位
に

な
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
読
み
順
は
例

の
ご
と
く
、
左

・
右
と
読
み
、
下
に
う
つ
る
読
み
順
で
あ
る
。

　
絵
に
は
蜜
蜂
が
あ
る
。
こ
れ
が
ど
こ
か
に
文
字
と
な

っ
て
表
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
各
文
を
比
較
す
る

と
、
ど
う
や
ら
二
番
目
の
文
字
が
蜜
蜂
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
文
字
の
主
字
は
二
六
〇
日
暦

の
カ
ー

バ
ン

(O
①げ⇔昌
)
と
同
じ
文
字
で
あ
る
。

ユ
カ
テ
ク

・
マ
ヤ
語

の
カ
ッ
プ

(S
げ)
と
い
う
語
に
は
、
「
大
地
」
と

い
う
意
味
と
と
も
に
、
「蜜
蜂
、
蜂
蜜
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
中
段

の

一
番
左

の
テ
キ
ス
ト
の
二
番
目
の
文
字
に
は
カ
ッ
プ
が
な

い
。
構
造
か
ら
み
て
、
こ
こ
に
は
カ

ッ
プ
を
主
字
と

す
る
文
字
が
こ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
し
か
し
こ
れ
は
最
初
の
文
字
と
同
じ
で
あ
り
、
同
じ
文
字
が
二
つ
続
く

こ
と
は
ま
ず
な

い
の
で
、
き

っ
と
書
記
者
が
ま
ち
が
え
た
に
違
い
な
い
。
大
体

マ
ヤ
の
テ
キ

ス
ト
に
は
ま
ち
が

い
が
少
な

い
の
で
あ
る
が
、
『
マ
ド
リ
ッ
ド
絵
文
書
』
に
は
非
常
に
書
き
ま
ち
が
い
が
多

い
。
そ
れ
に
文
字
も

く
ず
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
も
う
す
で
に
退
廃
期
で
あ
る
時
代
の
作
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
考
え

て
お
き
た
い
の
は
、

一
度
書
か
れ
た
文
字
に
は
霊
力
が
宿
る
と
み
る
信
仰
で
あ
る
。
こ
の
例
は

ほ
か
の
世
界
に
も
あ
る
。
碑
文
で
は
そ
う
は
い
か
な

い
が
、
絵
文
書
で
は
、
ま
ち
が
え
れ
ば

そ
の
う
え
に
白
を

塗
り
直
し
、
書
き
替
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
ち
が
い
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
の
は
、
ま
ち
が
い
を
直
す
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こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
さ
か
ま
ち
が
い
に
気
づ
か
な
か
っ
た
は
ず
は
な

い
。

　
三
番
目

の
文
字
は
そ
れ
ぞ
れ
中
段
に
登
場
し
て
い
る
神
を
表
わ
す
文
字
で
あ
る
。
中
段
の

一
番
左
の
テ
キ
ス

ト
と
同
じ
文
字
が
上
段
左

の
テ
キ
ス
ト
の
三
番
目
に
あ
る
。
こ
れ
は
イ

ツ
ァ
ム
ナ
と
よ
ば
れ

て
い
る
神
を
表
わ

す
文
字
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
文
字
テ
キ
ス
ト
の
下
に
あ
る
絵
に
は
イ

ツ
ァ
ム
ナ
は
登
場
せ
ず
、
イ
グ
ア
ナ

の
よ
う
な
動
物
が
い
る
だ
け
で
あ
る
。
お
ま
け
に
こ
の
動
物
に
相
当
す
る
文
字
は
な

い
。
こ
の
例
か
ら
、
文
字

テ
キ
ス
ト
と
絵
が
対
応
す
る
と
は
限
ら
な

い
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

　
通
常

マ
ヤ
の
テ
キ
ス
ト
の
最
初
に
は
動
詞
が
く
る
。
こ
れ
は
マ
ヤ
の
言
語
の
特
徴
と
合
致
し
て
い
る
。
中
段

の
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
最
初

の
文
字
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
要
素
は
ラ
ン
ダ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
ほ

ぼ
同
じ
文
字
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
れ
に
ラ
ン
ダ
が
記
し
て
い
る
音
価
を
当
て
は
め
る
と
、
鋸
-
冨

1
ざ
と
な
る
。

さ
て
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
今
度
は
マ
ヤ
諸
言
語

の
辞
書
を
め
く
る
番
で
あ
る
。

マ
ヤ
諸
語
は
三
〇
余
り
の
言
語

か
ら
成
り
立

つ
の
で
あ
る
が
、
絵
文
書
は
ユ
カ
テ
ク

・
マ
ヤ
語
で
読
む
と

一
番
理
解
で
き
る
。
そ
こ
で
ユ
カ
テ

ク

・
マ
ヤ
語
の
辞
書
を
め
く
る
と
、
パ
ッ
ク
弓
更
冒
舞
.]
に
は
多
く
の
意
味
が
あ
る
が
、
蜜
蜂

に
関
し
て
、
「養

蜂
す
る
」
と
か

「蜜
を

つ
く
る
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、
場
面
と

一
致
す
る
。
上
段
の
最
初
の
文
字
の
ほ
う

は
、
⊆
ー
窓

1
。霞
と
な
る
。
冨
島
に
は

「所
有
す
る
、
殖
や
す
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
が
、
何
と
か
こ
れ
も

場
面
と
関
係
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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碑
文
を
読
ん
で
み
よ
う

　

こ
う
し
て
場
面
を
手
掛
か
り
に
、
文
字
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
テ
キ
ス
ト
に
は
必
ず
絵
が
つ
く

わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
は
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
な
い
と
な
か
な
か
理
解
で
き
な

い
。

比
較

で
き
る
も
の
が
な
い
と
、
ま
ず
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
理
解
不
能

で
あ
る
。
そ
こ
で
今
度
は
、
絵
は
な

い
も
の

の
、
比
較
で
き
る
テ
キ
ス
ト
が
あ

っ
た
た
め
、
何
と
か
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
テ
キ
ス
ト
を
分
析
す
る
こ

と
に
し
よ
う
。
選
ん
だ
テ
キ
ス
ト
は
パ
レ
ン
ケ
の

『
96
文
字

の
碑
文
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
頭
字

体
が
多
く
、

一
見
し
た
だ
け
で
は
歯
が
た
ち
そ
う
に
な

い
。
だ
か
ら
例
に
選
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
か
な
り
複
雑

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
で
き
る
テ
キ
ス
ト
が
あ

っ
た
お
蔭
で
、
現
在
で
は
そ
の
内
容
が
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き

る
。
美
し
さ

の
う
え
で
最
上
の
部
類
に
入
る
テ
キ
ス
ト
で
も
あ
る
。

　
ま
ず
最
初
に
テ
キ
ス
ト
理
解

の
骨
組
み
と
な
る
日
付
を
読
み
と

っ
て
い
こ
う
。

　
後
期
に
な
る
と
、
長
期
暦
を
記
さ
ず
、
簡
便
に
日
付
を
記
す
碑
文
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
パ
レ
ン

ケ
の
碑
文
も
そ
う
で
、
い
き
な
り
二
六
〇
日
暦
と
三
六
五
日
暦
で
、

=

一ア

ハ
ウ
八
ケ
フ
と
記

し
て
い
る
。
そ

の
次
に
コ
ウ
モ
リ
が
逆
さ
に
な

っ
た
文
字
が
あ
り
、

=

カ
ト
ゥ
ン
の
文
字
が
続

い
て
い
る
。

こ
れ
は

=

カ

ト
ゥ
ン
が
完
了
し
た
、
す
な
わ
ち
九

・
=

・
○

・
○

・
○
で
あ
る
こ
と
を
簡
便
に
記
し
た
文
字
群
で
あ
る
。

コ
ウ
モ
リ
が
逆
さ
に
な

っ
た
文
字
が

一
一
カ
ト
ゥ
ン
と
い
う
期
間
の
完
了
を
表
わ
す
の
は
、
ど
う
も

マ
ヤ
人

の

し
ゃ
れ
心
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
期
間
の
完
了
と
い
う
の
は
、
そ
の
期
間

の
役
目
が
終
わ
り
、
休
み

に
つ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

コ
ウ
モ
リ
は
逆
さ
に
な

っ
て
休
む
と
こ
ろ
か
ら
、

コ
ウ
モ
リ
の
頭
を
逆
さ
に
す
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る
こ
と
で
、
休
み
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

=

一ア

ハ
ウ
八
ケ
フ
の
こ
の
節

の
主
人
公
は
、
B
3
に
あ
る
パ
カ
ル
王
で
あ
る
。
そ
の
次
の
A
4
に
は
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
を
か
た
ど

っ
た
文
字
が
あ
り
、
B
4
で
は
パ
レ
ン
ケ
の
紋
章
文
字
が
生
起
し
て
、
こ
の
節
は
終
わ
る
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
か
た
ど

っ
た
文
字

の
正
確
な
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
パ
レ
ン
ケ
を
隆
盛
に
導
き
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
を
建
て
た
王
が
パ
カ
ル
で
あ
る
の
で
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
建
設
者
と
い
っ
た
意
味
が
推
定
さ
れ

て
い
る
。

　
パ
レ
ン
ケ
の
紋
章
文
字
は
、
こ
の
ほ
か
C
7
、
F
5
、
H
4
、
1
7
に
も
生
起
し
て
い
る
。
紋
章
文
字
の
ま

え
に
は
人
を
表
わ
す
文
字
が
生
起
し
、
日
付

の
あ
と
に
は
動
詞
が
く
る
こ
と
を
た
よ
り
に
、
ほ
ぼ
こ
の
碑
文
は

解
明
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
A
3
の
文
字

の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
ニ
ア

ハ
ウ
八
ケ
フ
か
ら
二

・
一
・
=

た

っ
た
日
が
九
チ

ュ
エ
ン
九

マ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と

が
、
A
5
か
ら

A
7
に
か
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。

一
と

一
一
は
点
と
棒
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
数
は
頭
字
体
で
か
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
識
別
で
き
る
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
九
は
顎

ひ
げ
を
も

っ
て
お
り
、
E
8
と
F
8
に
連
続
し
て
み
ら
れ
る
二
は
、
頭
の
う
え
に
握

っ
た
手
が
の
っ
て
い
る
。

少
し
ぐ
ら
い
わ
か
ら
な
い
も
の
が
あ

っ
て
も
、
前
後
を
つ
な
ぐ
数
や
二
六
〇
日
暦
や
三
六
五
日
暦
の

一
部
が
わ

か
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
き
ち
ん
と
し
た
体
系
の
暦
が
組
み
合
わ
さ

っ
て
い
る
の
で
、
計
算
か
ら
補
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
う
し
て
読
み
取

っ
た
の
が
次
頁

の
表
11
で
あ
る
。

　
二
六
〇
日
暦
、
三
六
五
日
暦
、
前
後
を
つ
な
ぐ
数
、
期
間

の
終
わ
り
を
表
わ
す
文
字
等
の
暦

に
関
す
る
文
字

ま
す
を
数
え
る
と
、
九
六
文
字
ま
す
中
三
八
も
あ
る
。
約
四
〇
%
で
あ
る
。
残
り
が
こ
の
碑
文

の
主
内
容
を
伝
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(652年10月12日)

(654年11月2日)

(702年6月1日)

(722年1月1日)

(764年3月6日)

(783年11月22日)

(783年11月15日)

Al-Bl

A5-B5

B6-A7

D2-D3

D4-05

El-Fl

F2-E3

F7-F8

Hl-G2

H6

H7-G8

Ll

K2-L2

8ケ フ(9.11.0.0.0)12ア ハ ウ

十　 　 　2.1.11

9チ ュエ ン　 　9マ ック(9.11.　 2.　 1.11)

十 　　2.18.　 4.17

5ラ マ ッ ト　 6シ ェル(9./3.10.　 6.　 8)

十　　　　19.15.14

5カヤップ9イ ック(9.14.10.　 4.　 2)

十　　2.　 2.14.　 5

9マ ニ ック　 15ウ ォ(9.16.13.　 0.　 7)

-F　 1
.0.0.0

7マ ニ ック　 　0パ シュ(9.17.13.　 0.　 7)

　 　 　 　 　 　 7

13ム ア ン(9.17.13.0.0)13ア ハ ウ

表目　パレンケ「96文字碑文」にみられる日付

え
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　
五
ラ
マ
ッ
ト
六
シ

ュ
ル
で
は
じ
ま
る
節
の
動
詞
は
D

5
で
、
そ
れ
は
即
位
を
表
わ
す
文
字

で
あ
る
。
そ
し
て

C
6

a
は
そ
の
修
飾
文
字
で
あ
る
。
即
位
を
表
わ
す
文

字
、
そ
の
修
飾
文
字
は
F
5
、
H
2
に
も
み
ら
れ
る
。

接
字
は
月
の
文
字
と
い
わ
れ
る
文
字
素
で
、
こ
の
場
合

「
～
し
た
」
と
い
う
意
味

の
動
詞
の
接
尾
辞
の
役
目
を

果
た
し
て
い
る
。
D
5
に
み
ら
れ
る
文
字
素
の
な
か
に

は
兎
と
思
わ
れ
る
動
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
神
と
み
ら

れ
る
女
性
が
実
際
に
兎
を
腕
に
抱

い
て
い
る
図
も
あ
る
。

我

々
と
同
様
、

マ
ヤ
人
も
月
に
兎
が
住
ん
で
い
る
と
考

え
て
い
た
の
で
、
こ
れ
も

マ
ヤ
人
の
文
字
遊
び
の
よ
う

で
あ
る
。
D
5
で
は
月
の
文
字
は
半
分
し
か
書
か
れ
て

い
な
い
が
、
F
3
、
H
2
で
は
全
部
書
か
れ
て
主
字
の

下
に
つ
い
て
い
る
。

　
即
位
の
文
字

の
次
に
は
そ
れ
ぞ
れ
即
位
し
た
王
が
記

さ
れ
て
い
る
。
D
6
は
カ
ン
シ

ュ
ル
と
あ
だ
名
が

つ
い
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て

い
る

王

で
、

そ

の

一
つ
前

の

C

6
b

は

、

そ

の
王

に
よ

く

つ
く

文

字

で
あ

る

。

そ

の
次

の
C

7

の
文

字

は

、

さ

き

ほ

ど

ふ

れ

た

パ

レ

ン
ケ

の
紋

章

文

字

で
あ

る

。

F

4

は

そ

の
次

の
王

、

チ

ャ
ー

ク

で

、

G

4

は

ク

ッ
ク

王

で
あ

る

。

王

に
は

称

号

が

前

後

に

つ
き

、

最

後

に
パ

レ

ン
ケ

の
紋

章

文

字

が

生
起

し

て
、
句

を

形

成

し

て

い
る

。

　

七

マ

ニ

ッ
ク

一
五

ウ

ォ

の
節

は

、

上

の
表

か

ら

わ

か

る

よ

う

に
、

即

位

か

ら

一
カ

ト

ゥ

ン
た

っ
た

日

で
あ

る

。

即

位
後

一
カ

ト

ゥ

ン
の
記

念

は

H

8
か

ら

J

1

に
み

ら

れ

、

そ

の
あ

と

に
ク

ッ
ク

王

を
表

わ
す

句

が
生

起

し

て

い
る

。

そ

の
あ

と

に

は

、

ク

ッ
ク

王

の
父

で

あ

る

チ

ャ
ー

ク

王

と

母

で
あ

る

カ

ア

フ

(ま
た

は
ア
ク
)
が

生

起

し

、

こ

の
長

い
文

は

終

わ

る
。

　

こ

の

テ
キ

ス

ト
を

ま

と

め

る
と

、

一

一
カ

ト

ゥ

ン
の
パ

カ

ル
王

の
御

代

か

ら

は

じ

ま

り

、

カ

ン

シ

ュ
ル
王

、

チ

ャ
ー
ク

王

の
即

位

を

記

し
た

後

、

こ

の
碑

文

の
主

人

公

で
あ

る

ク

ッ
ク

王

の
即

位

、

そ

し

て
即

位

後

一
カ

ト

ゥ

ン
た

っ
た

記

念

日

に
、

チ

ャ
ー

ク
王

が

父

で
、

カ

ア

フ
が

母

で
あ

る

こ
と

を

記

し

、
最

後

に

そ

れ

よ

り

七

日

前

の
区

切

り

の

い

い

日
九

・

一
七

・

一
三

・
○

・
○

の

日
を

記

し
、

ふ

た

た

び

パ

カ

ル
王

と

の
結

び

つ
き
を

述

べ

て
碑

文

を

締

め

く

く

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

お

お
よ

そ

の
意

味

は

こ

の
よ

う

に
わ

か

る

の
で

あ

る

が

、

い
ざ

個

々
の
文

字

の
意

味

、
読

み

は
ど

う

か

と
な

る

と

、
ま

だ

理

解

で
き

な

い
文

字

が

ほ

と

ん

ど

で
あ

る

。

こ
れ

が

マ
ヤ
文

字

解

読

の
現

状

で
あ

る
。
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文
字
の
読
み

解
読
と
い
う

の
は
、
意
味
が
わ
か

っ
て
、
読
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
で
に
意
味
が
わ
か

っ
て
い
る
も
の
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は
た
く
さ
ん
あ
る
。
た
と
え
ば
、
誕
生
、
即
位
、
死
、
捕
ま
え
る
、
舌
に
穴
を
開
け
紐
を
と
お
す
儀
式
、
王
の

名
前
、
称
号
、
都
市
を
表
わ
す
と
み
ら
れ
る
紋
章
文
字
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち

の
い
く
つ
か
は
読
む

こ
と
も
可
能

で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
ま
だ
読
み
方
が
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
ど

の
よ
う

に
文
字
を
読
む
か

と
い
う
こ
と
が
、
現
在

一
番
追
究
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
触
れ
た
王
の
名
は
、
パ
カ
ル
を
除

い
て
す
べ
て
あ

だ
名
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
文
字

の
読
み
方
は
、
十
六
世
紀
に
ス
ペ
イ
ン
人
神
父

の
ラ
ン
ダ
が
残
し
た
、
い
わ
ゆ
る
ラ

ン
ダ
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
と
暦

の
文
字

の
読
み
が
基
礎
に
な

っ
て
い
る
。
文
字

の
意
味
や
読
み
の
推
定
に
は
、
文
字
が
生
起
す
る

場
面
が
役
に
立
つ
。
特

に
リ
ン
テ
ル
や
絵
文
書
に
は
、
ち
ょ
う
ど

マ
ン
ガ
の
よ
う
に
絵
が
あ

っ
て
文
字
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
文
字

の
意
味
や
読
み
が
推
定
し
や
す

い
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
ま

っ
た
く
絵
か
ら
推
定
で
き
な

い
文
字
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

マ
ヤ
文
字

の
音
価
を
探
る
方
法
に
は
、
三
つ
の
方
法
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
文
字
素
の
交
替
を

利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
交
替
に
は
、
類
似
の
意
味
を
も

つ
も
の
の
交
替

(借
義
)
と
、
類
似

の
音
を
も
つ
も

の
の
交
替

(借
音
)
が
考
え
ら
れ
る
が
、
表
語
文
字
の
表
音
文
字
に
よ
る
書
き
換
え
も
あ
る
。
音
を
も
と
に
し

た
交
替
で
は
、
音
価

の
わ
か

っ
て
い
る
文
字
素
と
交
替
す
る
文
字
素
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
同
じ
音
価
を
も

っ
て

い
る
は
ず
で
、
今
度
は
そ
れ
と
交
替
す
る
文
字
素
や
、
そ
れ
を
含
む
文
字
を
見
い
だ
せ
れ
ば
、
芋
づ
る
式
に
音

価
が
決
定
で
き
る
。
音
価

の
確
定

の
基
礎
と
な
る
の
は
、
ラ
ン
ダ
が
残
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
暦

の
文
字
と

そ
の
読
み
方
で
あ
る
。

マ
ヤ
語

の
音
声
構
造
を
も
と
に
、
マ
ヤ
文
字
の
音
節
表
と
い
う
も
の
が
作
ら
れ
て
い
る
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が
、
そ
れ
は
ラ
ン
ダ
の
残
し
た
文
字
を
基
礎
に
見

い
だ
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
音
節
表

に
は
、
マ
ヤ
語
の

音
節
に
対
応
す
る
文
字
素
が
ま
だ
見

つ
か
ら
ず
、
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
修
正
の
余
地
も

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
と
も
か
く
こ
れ
を
適
用
し
て
、
意
味
が
通
じ
れ
ば
、
解
読
で
き
た
こ
と

に
な
る
。

　

二
つ
目
は
、
マ
ヤ
諸
語
の
構
造
と
の
比
較
か
ら
、
文
字
の
読
み
を
捕
ら
え
よ
う
と
す
る
方
法

で
あ
る
。
特

に

文
法
的
な
接
辞
と
、
接
字
の
比
較
研
究
で
、
音
価
を
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ト
ン
プ

ソ
ン
の
文
字
カ
タ
ロ
グ
の
T
1
3
0
の
文
字
素
は
、
i
①§
ま
た
は
ー
≦
①
と
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字

の
生
起
形

と

マ
ヤ
諸
語
の
文
法
構
造
の
比
較
か
ら
、
推
定
さ
れ
た
音
価
で
あ
る
。
そ
れ
で
得
ら
れ
た
音
価

を
も
つ
文
字
素

が
、
他
の
文
脈
に
生
起
し
て
、
そ
の
読
み
方
で
意
味
が
通
じ
れ
ば
、
解
読
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　
三
番
目
は
音
声
補
助
符
と

い
う
考
え
方

に
基
づ
く
。
た
と
え
ば
、
障
ぎ
と
い
う
文
字
素
に
よ
く
つ
く
文
字
素

T
1
1
6
は
、
匠
昌
の
最
後
の
n
を
表
わ
す
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
み
る
見
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
犀
ぎ

1
鳶

V

匠
ロ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
表
語
文
字

の
最
後

の
音
を
確
定
す
る
文
字
素
と
み
て
、
最
後

の
音
節
と

同
じ
音
を
も
つ
と
み
る
見
方

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
方
法
は
、
排
他
的
な
も
の
で
は
な
く
、
互

い
に
関
係
し
て
い
る
。
音
価

の
推
定
は
、
い
ろ

い

ろ
な
方
法
で
な
さ
れ
う
る
が
、
推
定
さ
れ
た
音
価
は
、
ま

っ
た
く
異
な
る
文
脈
に
生
起
し
た
も

の
が
な
け
れ
ば
、

確
か
な
も

の
に
は
な
ら
な

い
。
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メ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
な
か
の
マ
ヤ

　

マ
ヤ
文
明
が
栄
え
た
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
に
は
、
ア
ス
テ
カ
の
文
字
や
サ
ポ
テ
カ
の
文
字
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
文

字
体
系
が
あ

っ
た
。
し
か
し

マ
ヤ
文
字
ほ
ど
進
ん
だ
体
系
に
は
発
達
し
な
か

っ
た
。

マ
ヤ
文
字
が
メ
ソ
ア
メ
リ

カ
の
そ
の
他
の
地
域

に
採
用
さ
れ
て
も
い
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
な
ら
な
か

っ
た

の
は
な
ぜ
か
。
そ

れ
は
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
考
え
る
う
え
で
、
大
き
な
問
題

の

一
つ
で
あ
る
。

　

マ
ヤ
社
会
と
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
る
文
化
を
も

っ
た
社
会
と
の
交
流
は
、
古
代
か
ら
絶
え
る

こ
と
は
な
か

っ
た
。

古
典
期
時
代
も

っ
と
も
大
き
な
影
響
を

マ
ヤ
社
会
に
与
え
た
の
は
、
メ
キ
シ
コ
高
原
の
巨
大
都
市
テ
オ
テ
ィ
ワ

カ
ン
で
あ
る
。
四
、
五
世
紀

に
、
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
と

マ
ヤ
の
中
心
で
あ
る
テ
ィ
カ
ル
と
の
交
流
を
物
語
る
遺

物
が
テ
ィ
カ
ル
で
出
土
し
て
い
る
。
文
字
を
も
つ
社
会
は

一
般
に
高
度
で
あ
り
、
文
字
の
あ
る
社
会
か
ら
文
字

の
な

い
社
会
に
影
響
が
伝
わ
る
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
逆
で
、
そ
の
当
時

テ
オ
テ
ィ
ワ
カ

ン
に
は
、
マ
ヤ
文
字

の
よ
う
に
発
達
し
た
文
字
は
な
か
っ
た
。

マ
ヤ
文
字
は
、
あ
ま
り
に
マ
ヤ
語
に
根
ざ
し
た

体
系
で
あ

っ
た
た
め
、
他

の
言
語
を
用

い
る
人

々
に
は
使

い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

も
し
そ
う
な
ら
、
マ
ヤ
語
と

マ
ヤ
文
字
を
考
え
る
時
に
、
そ
れ
は
大
切
な
視
点
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。
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